
（別紙３）

～ 2024.年10月31日

（対象者数） 児童17　放デイ19 （回答者数） 児童17　放デイ19

～ 2024年10月31日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

雨天でも、ゴアテックスの雨がっぱを着用し、歩く療育を

行っている。

2

月毎に児童と放デイで交互に準備室の整理整頓と掃除を行っ

ている。

3

勤務時間に、打ち合わせ時間を確保している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 パオ

○保護者評価実施期間
2024年10月1日

○保護者評価有効回答数

2024年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年11月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

神奈川県立東高根森林公園に隣接しているため、緑豊かな森

に囲まれている。四季折々の変化が感じられる。また、バス

停まで徒歩２分と５分おきにバスが停車する等利便性に富ん

でいる。行き止まりのため車が入ってくることもなく安全で

もある。

神奈川県立東高根森林公園に隣接しているため、手つなぎ・

淡々と歩く等　感覚の過敏性のコントロールを目的に、毎日

１時間程度歩く療育を行っている。

運動する部屋・学習する部屋等、支援の目的に応じたお部屋

がある。環境面でも支援の目的が、子ども達にわかりやすい

工夫がなされている。

ひとり一人のスタッフが、清潔整理整頓を心がけ、丁寧に掃

除する時間を勤務時間内に設けている。

プログラムの内容が固定化しないように、各スタッフが工夫

している。

毎日スタッフ全員参加の打ち合わせ時間を設けている。ひと

り一人の子どもの支援内容の確認と情報交換の時間を設けて

いる。プログラムについても、固定化しないよう情報を共有

している。

事業所における自己評価総括表公表


